ぎて 気障に なり、 或は 無頓着が 却って 奥床しく 思 はれ 

るな ど、 なかなか デリ ケ エトな 性質 を もった もので あ 

る。 

ジュ ウル. ルナ アルの 「朗読」 とい ふ 短篇の 中で、 

劇作家 エロアが 自作の 脚本 を 友人の ウィレムに 朗読し 

て 聞かせた 後、 ウィレムの 批評 を 聴く ところで あるが、 

ウィレム は、 その 脚本 を 激賞した 後、 かう いふので あ 

る。 

二 つ 留保 をして おかう。 それ も はっき リさ うだと 

いへ ない が、 僕 は、 標題が 少し、 いひ 表 はす 範囲が 

狭い と 思 ふ。 用心し すぎて ゐ ると 思 ふ。 いぢけ てゐ 



ると 思 ふ。 僕 はもつ と、 それが、 旗印の やうに 広く、 

堂々 として ゐる 方が いいと 思 ふ。 これからの 模倣者 

に途を 遮る ことに もな り、 君が 決定的に 実現した も 

の を、 再び 繰り返さ うとい ふ 無法な 慾 望 を 頓挫 させ 

る ことに もなる。 が、 それ は、 僕が 間違って るか も 

わからない。 約束 は 小さく、 実行 は 大きい 方が いい 

かも わからない。 その 方が 目覚ましい 驚嘆 を 喚び 起 

すか も わからない」 

この 脚本の 標題が 明かで な いのは 残念 だが、 エロア 

は ルナ アル 自身の ことに 相違な く、 ウィレムと は エド 

モン. ロス タンで あらう から、 この 二人の 「標題の つ 



け 方」 を 比較して みると、 成る 程と 合点が行 くので あ 

る。 

ルナ アルの やうな 芸術家 は、 作品の 二 破片」 を そ 

のま ま 標題と する ことに 満足し、 ロス タンの やうな 作 

家 は、 標題に 作品の 豪華な 全貌 を 打ち込ま うと 努力す 

るので ある。 前者が 「にんじん」 とか 「フィリップ 一 

家の 家風」 とか 「日々 の 麵麴」 とかい ふ 標題 をつ け、 

後者が 例の 「シ ラノ. ド. ベルジュラック」 「遥 なる 王 

女」 「暁の 歌」 などと いふ 題 を 選ぶ ゆ ゑんだ。 

そこで 問題 は、 作品の 「調子」 に 関係して 来る の だ 



の 一 つ であらう。 

標題で 思 ひ 出した が、 ラビッシュと いふ フランスの 

劇作家 は、 それほど 大した 作品 を 書いて ゐる わけで は 

ない が、 ただ ある 作品の 標題が 妙に 私の 記憶に 残り、 

それだけで、 この 作家の 作品 集 を 買って みた ことがあ 

る。 その 題 は 「イタ リイの 麦藁帽子」 ！ ( 一 九 三 三 - 

五) 
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